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砂の造形大会表紙

　5月20日、お倉ヶ浜海水浴場で、砂

の造形大会が開かれました。参加した大
人も子供も、みんなが芸術家。

　このグループは、アニメーション「と

なりのトトロ」に登場する、トトロづく
りに挑戦。

　初夏の太陽と潮風の中で、心地よい汗
を流していました。

■
特
集

介
護
保
険
制
度
／
風
水
害
に
備
え
よ
う
一
・

■
市
政
の
動
き

イ
ギ
リ
ス
文
化
を
体
験
し
よ
う
、
馬
ケ
背
茶
屋
が
オ
ー
プ

ン
／
小
学
生
が
｝
日
図
書
館
員
、
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
／
バ
リ
ア
フ
リ
ー
懇
話
会
が
中
間
報
告
、
日

向
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
ほ
か

■
ま
ち
の
話
題

海
王
丸
入
港
式
、
日
向
物
産
振
興
協
会
を
設
立
／
子
育
て
講

演
会
、
青
果
市
場
を
見
学
ほ
か

■
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

日
向
市
美
術
展
覧
会
開
催
要
頂
、
プ
ー
ル
・
海
水
浴
場
の
監

視
員
募
集
、
／
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ

募
集
、
「
ひ
ゆ
う
が
百
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
募
集
な
ど

．馴この広報紙は再生紙を使用しています。
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国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
老

齢
・
退
職
年
金
を
年
間
で
1
8
万
円
以
ヒ

受
給
し
て
い
る
人
は
、
年
金
か
ら
自
動

的
に
差
し
引
か
れ
ま
す
．
．

※
　
年
金
は
、
保
険
料
が
差
し
引
か
れ

た
後
の
金
額
が
振
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

以修し以2人以
糠1三

国4　　1if　4

給月　　に月
開1　　転1
一日　　入目

　
第
．
薦
被
保
険
者
（
．
．
、
茂
以
．
．
）
の

介
護
保
険
料
は
、
平
成
1
2
年
中
の
所
得

に
対
す
る
、
平
成
B
年
度
の
住
民
税
の

課
税
状
況
と
、
平
成
B
年
4
月
－
日
の

世
帯
状
況
に
よ
り
、
保
険
料
の
額
（
段

階
）
が
決
定
さ
れ
ま
す
．

　
今
年
の
9
月
ま
で
は
、
国
の
特
別
対

策
に
よ
る
減
額
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

10

獅
ｩ
ら
は
本
来
の
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
次
の
「
特
別
徴
収
」
と

「
普
通
徴
収
」
の
方
法
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
．

普
通
徴
収
の
人
は
、
市

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納

付
註
で
6
月
か
ら
来
年

の
1
月
ま
で
の
8
回
に

分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
．

　
次
の
場
合
は
、
年
間

で
1
8
．
力
円
以
ヒ
の
年
金

を
受
給
し
て
い
て
も
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
．
．

」
、
平
成
B
年
4
月
2
日

以
降
、
渇
歳
に
な
っ
た

普特
通別
徴徴
収収
と以
い外
い　の

ま人
■表5・介護保険料は、市民税の額、前年の所得により次の5段階に分かれます。

●
　
普
通
徴
収

●
　
●
　
●
　
・
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
・
　
●
　
●
　
●
　
O
　
O
　
O
　
●
　
O
　
●
　
■
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O

平
成
1
3
年
度
日
向
市
介
護
保

険
料
の
お
知
ら
せ

．老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の人

生活保護受給者

　
こ
れ
は
、
全
て
の
利
三
者
が
支
給
限

度
額
ま
で
利
川
す
る
の
で
は
な
・
＼
　
こ

の
芝
給
丁
度
額
の
範
囲
内
で
個
々
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
利
川
し
て
い
る
か
ら
で

す
．

第1段階

第2段階　　本人が市民税非課税で、．．世帯全員も非課税の人

第3段階

な
り
ま
す
．
．

　
4
月
、
6
月
、
8
月
は
仮
徴
収
と
し

て
、
平
成
1
3
年
2
月
と
同
額
の
保
険
料

が
差
し
引
か
れ
ま
す
。
1
0
月
、
1
2
月
、

2
月
は
、
決
定
し
た
保
険
料
か
ら
仮
徴

収
分
を
差
し
引
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
の
通
知
は
、
9
月
に
送
付
す

る
予
定
で
す
。

■表6　各段階ことの保険料（年額）

　　　　　本人が市民税非課税で、世帯の誰かに課税されている人　　　　目資割達※を祉5．
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に
な
っ
た
人

・
4
年
度
途
中
で
保
険
料
が
変
庭
に
な

っ
た
人

．
5
・
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
、
老
齢
福

祉
年
金
等
の
特
別
徴
収
対
象
外
の
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人

※
転
入
の
場
合
、
転
出
日
の
前
の
月

ま
で
、
前
住
所
地
で
保
険
料
が
か
か
り

ま
す
。
納
め
す
ぎ
に
な
る
場
合
は
、
後

目
、
還
付
（
払
い
．
戻
し
）
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
の
内
容
や
石
臼
振
替
の

こ
利
用
、
分
割
納
付
等
に
つ
い
て
は
、

福
祉
事
務
所
介
護
福
祉
係
（
智
内
線
2

1
7
7
、
2
1
7
8
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　　要支援　　　　1，752　34．820　　　56．6　61「500
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振
替
依
頼
は
が
き
を
提
出
（
郵

て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
は
、

し
て
申
し
込
み
の
翌
月
か
ら
に

要介謹1

要介護2

2，583　75、044 45、3165，8QO

1，079113．529 58．3194「800

要介護3

要介護4

759146，615

536152，297

54．8267、．亀oq

49．8306，000

要介護5

合　　計

　411！6〕二階ξ蟄．．　　45．1．358，写00

7，120　89　425　　　50．5

3

i
F

、

　
介
護
保
険
制
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
に
は
、
ま
ず
、
．
要
介
護
（
要
支

援
）
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
．
．
h
巾
の
．
要
介
護
（
．
要
支
援
）
認
定
の

状
況
は
、
表
1
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す　
高
齢
化
は
、
全
国
的
に
も
冠
し
い
早

さ
で
進
ん
で
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
い

●
　
要
介
護

た
人

（
要
支
援
）
認
定
を
受
け

サ
ー
ビ
ス
の
2
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
．
、

　
そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の

利
川
者
数
は
表
2
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
．
．

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
川
者
は
、
ほ
と
ん
ど
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
制
度
実
施
以
降
、
増
加
し

て
い
ま
す
．
、
た
だ
し
、
短
．
期
入
所
（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
に
係
る
利
川
者
に
つ

い
て
は
、
1
年
を
通
し
て
、
あ
ま
り
変

～
誕
生
か
ら
1
年
～

介
護
保
険
制
度

霧鞭数li寄1搬難｛1

の護　’
とサ　　　　■表1・要介護認定を受けた人数

項目平成12年4月末平成13年1月末増減件数
…5　’の
…認定者数

1，441　10，7
　1．，125　　　 1，

242

の

要支援

要介護4　　…一一一←一一一一一一16ブ

　　　　　　　271…　　　　　146
236i． @　　　205…　　　　一31

化
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
、

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
介
農
サ
ー

ビ
ス
の
利
川
者
は
、
施
設
に
定
員
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
1
年
を
通
し
て
あ
ま
り

変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
一
．

　
た
だ
し
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
入
所

待
ち
9
2
人
も
い
る
状
況
な
の
で
、
市
で

は
、
．
平
成
1
4
年
度
に
祈
し
く
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
、

：妻介護5

　　　　　　　　　　　　　　　25
　　　　　　　　　　　　　　　　．6

112　　　　　147　　　　　　35．

■表2・介護サービス種類ことの利用者数（居宅サービス利用者）

一ビス種類
1訪問介護

平成12年4月　平成13年1月　　増減件数
　　　　　163　　　　　　　　　　　　132i

訪問入浴介護 23．
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只
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1

短期入所生活介護※1
短期入所療養施設夷2

29．

27

短期入所療養介護※3
居宅療養管理指導　　’

o

－
一
6

33

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
各

．
要
介
f
賦
度
ご
と
に
支
給
限
度
額
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
．
．

各
．
要
介
二
度
〕
と
の
利
川
者
の
．
平
均

利
用
額
は
、
表
4
9
2
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
．
．
．
平
均
す
る
と
、
支
給
限
度
額

の
約
5
1
・
5
．
パ
ー
セ
ン
ト
を
利
川
し
て

い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す

●
　
支
給
限
度
額
に
対
す
る
利
用
状
況

痴呆対応型共同生活介護
　　　　　　　　　　　　　　　　　特定施設入所者生活介護

16

1／　　　　11

2
一
〇
一

2
1

一
〇

1
2
3

※
※
※

特別養護老人ホーム等を利用したショートステイ

介護老人保険施設を利用したショートステイ
療養型医療施設を利用したショートステイ

■表3・介護サービス種類ことの利用者数（施設サービス利用者）

設の種類 平成12年4月

介護老人福祉施設
介護老人保険施設

143
平成13年1月　　　増減件数

　　　　144
101

介護療養型医療施設
3a

1百一．．

42’

1
「
2
4
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風水害時避難場所
《冨高地区》　　　　　　　．　　　　　　・

　日向市役所◆日向勤労青少年体育センター◆日向市勤労

目少年ホーム◆日向市武道館◆日向市Φ央公民館◆日向市

　化交流センター◆甲高小学校◆上町保育所◆ハ幡神社◆

　川内営農研修センター◆富高保育園◆日向［P学校◆日向

　総合福祉センター◆日向台不動寺公民館◆花ケ丘公民館

《塩見地区》

　塩見小学校◆農村婦人の家◆奥野集落センター◆永田集

洛センター◆日向高等学校

《財光寺地区》

　山下公民館◆財光寺小学校◆財光寺南小学校◆切島山2

区公民館◆財光寺中学校◆長江公民館

《日知屋地区》

　富島高等学校◆冨島〔P学校◆日知屋公民館◆日知屋児童

　ンター◆開知屋保育所◆日知屋小学校◆日知屋東小学校

　永江公民館◆曽根公民館◆堀一方公民館◆幡浦公民館◆

　王谷中学校◆大王谷小学校◆庄手公民館◆梶木公民館

《細島地区》

　細島公民館◆細島小学校◆細島地区コミュニティセンタ

ー◆細島保育所

《平岩地区》

　日向工業高等学校◆岩脇中学校◆平岩小学校◆南日向公

　館◆曙地区集落センター◆金ク浜地区集落センター◆籾

　集落センター◆鵜毛分校

《幸脇地区》

　遠見公民館◆幸脇小学校◆飯谷地区集落センター

《美々津地区》

　余瀬営農研修センター◆美々津公民館◆美々津中学校◆

洛鹿公民館◆高松公民館◆宮ノ下地区構造改善センター◆

、迫小学校◆美々津小学校◆田の原分校

※各家庭では、避難場所を熟知することはもちろんのこと、

　の場所までのルートについても確認しておいてください。

≡しくは市総務課（歴丙線2222、夜間52－211

6）まで。

5

自
主
防
災
組
織
を
作
り

ま
し
ょ
う

に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も
避
難
者
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
雨

量
や
台
風
な
ど
の
規
模
に
よ
り
段
階
的

に
避
難
所
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
所
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

ば
市
総
務
課
（
含
内
線
2
2
2
2
、
夜

間
5
2
1
2
1
1
6
）
ま
で
。

　
災
害
が
市
内
全
域
で
発
生
し
た
場

合
、
交
通
の
遮
断
が
予
想
さ
れ
、
公
的

機
関
に
よ
る
救
護
活
動
が
す
ぐ
に
行
わ

れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
場
合
に
力
を
発
揮
す
る
の
が
自
・
E
防

災
組
織
で
す
。

　
自
直
防
災
組
織
は
、
「
自
分
た
ち
の

街
は
、
白
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
認

識
の
も
と
、
区
、
公
民
館
等
を
母
体
と

し
て
結
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す

　
隣
保
圧
助
の
精
神
を
基
本
に
、
そ
れ

l
l

　市
匡1怯

桑人

の雨
関の
係季
酒興
関を
合前
同に
で　5

災月
害24

▲

r

そ
れ
決
め
ら
れ
た
分
担
の
活
動
を
行

い
、
住
民
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

白
㌔
h
防
災
組
織
の
結
成
に
、
各
地
域

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
．

災
害
危
険
個
所
総
点
検

を
実
施

危
険
個
所
総
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
．
．

総
点
検
は
、
特
に
危
険
と
思
わ
れ
る
場

所
や
現
在
対
策
L
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
場
所
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
．
こ

れ
ら
の
危
険
個
所
に
つ
い
て
は
、
順
次

対
策
L
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

危
険
個
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
標
．
小
板

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
は
危
険
個
所
の
認
識
を
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
避
難
場
所
の
確
認
や

1
1
ご
ろ
か
ら
の
対
策
を
疏
て
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
，

特集 風水害に備えよう1
6月から10月にかけて梅雨による長雨や集中豪雨、台風の接近・上陸により、毎年のように全

国各地でさまざまな災害が発生しています。本市でも平成9年の耳川流域の水害や、平成10年

の細島での竜巻などの被害が記憶に新しいところです。

台風や豪雨は、地震と違ってある程度、襲来時期や規模を予測することができます。普段から

気象情報に注意し、万全の心構えで風水害に備えましょう。

この域　　　う
ろ　」与に　し

に　測集か
よが中し
く思し　’
起難て短
苛　で降時
；　する問
濃　集の
つく

噌1打瑳1【！う

箭り痛巨

戻灘

．
1
．
気
象
情
報
を
注
意
深
く
聞
き
、
外
出

は
で
き
る
だ
け
避
け
る
．
．

．
2
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
服
装
で
、
非

常
持
出
袋
を
用
意
す
ろ
．
寝
る
と
き
も

そ
の
ま
ま
避
難
で
き
る
服
装
で
．
．

．
3
．
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
，
レ
備
の

電
池
を
用
意
す
る
．
．

．
4
断
水
に
備
え
て
飲
料
水
、
生
活
用
水

を
数
日
分
確
保
す
る
．

5
点
氷
を
一
周
し
、
直
濡
恨
、
瀞
h
の
状
n
能
心
や

．
雨
ど
い
の
詰
ま
り
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

を
．
．

．
6
植
木
鉢
や
物
．
「
し
竿
な
ど
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
室
内
に
取
り
込
む
か
、

し
っ
か
り
と
固
定
す
る
．
．

テ
．
窓
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割
れ
ば
補
強
、
修

理
し
、
．
1
1
や
窓
の
す
き
ま
に
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
．
フ
を
は
る
　
．
雨
．
戸
は
閉
め
る
．

8
．
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
家
財

道
目
．
　
を
で
き
る
だ
け
高
い
場
所
に
移

す
．
．
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
や
押
し
人
れ

の
．
ト
の
段
の
も
の
は
」
の
段
に
移
す

H　　の
知　こ　避市

屋の難で
へ・【・所は

細でと　’
1「・．　’しレ封

”て公て表

南的指の
日公定施

喉諜
騰塁
塗り圭　1ヰ

避
難
場
所
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

．
9
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
、
病
人
、
障
害

者
な
ど
は
で
き
る
だ
け
安
令
な
部
屋

に
．
．

田
家
族
で
も
う
、
度
、
避
難
場
所
と
避

難
コ
ー
ス
を
確
認
し
へ
口
い
、
避
難
す
る

場
へ
口
は
ガ
ス
の
．
圧
栓
や
電
源
を
必
ず
切

り
、
風
．
雨
が
強
ま
る
前
に
避
難
を
済
ま

せ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
．
．

　
台
風
や
豪
雨
な
ど
は
、
そ
の
襲
来
時

期
や
規
模
、
被
害
の
程
度
な
ど
の
．
r
想

が
．
円
能
で
す
　
そ
の
た
め
、
事
前
の
対

策
次
第
で
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

が
で
｝
て
、
ま
す
　
台
風
や
大
雨
が
近
づ
い

た
ら
気
象
情
服
に
は
ト
分
注
意
し
、
適

切
に
対
応
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

わ
が
家
の
風
水
害
対
策

十
か
条

中
小
河
川
の
氾
濫
や
ヒ
砂
崩
れ
、
が
け

崩
れ
な
ど
大
き
な
被
害
が
，
レ
想
さ
れ
ま

す
　
が
け
付
近
や
造
成
地
、
．
扇
状
地
な

ど
で
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
．
〃
全
の

対
策
を
疏
て
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．
．

4
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■

イ
ギ
リ
ス
文
化
を
休
験
し
よ
う

イ
ー
ス
タ
ー
祭
り

　
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
と
文
化
を
体
験

し
、
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
4
月
2
8

日
、
日
向
市
中
央
公
民
館
で
交
際
交
流

員
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ガ
リ
モ
ー
さ
ん

が
、
イ
ー
ス
タ
ー
祭
り
を
開
き
ま
し
た

　
祭
り
に
は
、
市
内
の
．
r
供
約
勲
閥
が

参
加
し
、
ク
イ
ズ
や
卵
の
デ
ザ
イ
ン
を

楽
し
み
、
イ
ギ
リ
ス
文
化
に
ふ
れ
交
流

を
深
め
ま
し
た
．
．

卵
を
手
に
子
供
た
ち
に
説
明
す
る
ガ
リ
モ
ー
さ
ん

　
こ
の
イ
ー
ス
タ
ー
祭
り
は
、
復
活
祭

と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、
春
に
な
り
新
し

い
生
命
の
誕
生
や
生
活
が
は
じ
ま
る
こ

と
を
祝
う
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ク
リ
ス
マ

ス
の
次
に
、
大
切
な
お
祭
り
で
す
．
．

　
イ
ー
ス
タ
ー
と
は
誕
生
9
9
女
神
の
名

前
か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
長
く
寒
・
い
冬
が
終
り
、
春
に
な
る
と

地
球
の
生
命
が
再
び
．
兀
気
に
な
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
片
か
ら
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
春
の
祭
り
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
．

　
こ
の
祭
り
の
シ
ン
ボ
ル
は
ウ
サ
ギ
と

卵
で
す
　
そ
の
理
由
は
、
ウ
サ
ギ
は
繁

殖
力
が
あ
る
の
で
、
出
産
の
意
味
が
あ

り
、
卵
か
ら
は
、
祈
し
い
命
が
誕
生
す

る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
生
活
を
始
め
る

と
い
う
こ
と
が
連
想
で
き
る
か
ら
で

す　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
卵
に
小
さ
い

顔
を
描
い
た
り
、
き
れ
い
に
色
付
け
し

て
飾
っ
た
り
、
そ
の
卵
を
親
し
い
人
に

贈
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
．

　
参
加
し
た
．
r
供
た
ち
は
、
マ
ジ
ッ
ク

な
ど
で
、
卵
に
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン

を
描
き
、
き
れ
い
に
色
づ
け
し
て
い
ま

し
た

　
卵
に
は
、
．
r
供
た
ち
の
嘔
か
な
想
像

力
で
い
ろ
ん
な
模
様
が
つ
け
ら
れ
て
い

き
ま
し
た
．
し
か
し
、
せ
っ
か
く
き
れ

D

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
色
づ
け

と　ちで月て　対　　と　てをい
，活は　　’に　も　象　ガ⊥k　し　　’に

し’今辱導三ノくにりりまう色
てザ目1好しモ替つつづ
いひ参いきた「えたかけ
野望露尻語・幽≒
　リ　　　 ド

　下秀ド考1ぞ害濃
　＼つ画次な私い’すを
　だたし回lfはま新ぎ描
　さ」孔まは・ド1㌃ししてい

　い供す’は供たい壊た
　　たのにとを　瞑し間

馬
ケ
背
茶
屋
が
開
店

　
馬
ヶ
北
1
1
観
光
案
内
所
内
に
食
堂
が
開

店
し
、
4
月
2
5
日
、
現
地
で
開
店
祝
賀

会
が
開
か
れ
ま
し
た

　
祝
賀
会
に
は
、
1
1
向
市
観
光
協
会
、

市
商
L
観
光
課
、
市
議
会
議
長
な
ど
関

係
者
約
’
調
人
が
出
席
し
ま
し
た

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
黒
木
國
衛

市
収
・
人
役
が
　
「
四
季
折
々
の
、
地
、
兀
で

し
か
味
わ
え
な
い
食
誓
の
提
供
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
　
一
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た

　
こ
の
日
は
、
委
託
先
の
畠
島
漁
業
協

同
紺
合
婦
人
部
が
、
腕
に
女
り
を
か
け

た
郷
」
料
理
で
招
待
客
ら
を
も
て
な
し

ま
一
｝
吾
ら
　
食
堂
梓
凸
　
「
馬
ケ
北
口
茶
屋
」
　
」
　

名
付
け
ら
れ
、
竿
前
1
1
貯
か
ら
午
後
5

時
ま
で
営
誉
そ
い
レ
毛

くす玉を割り開店を祝う出席者ら

．
2

小
学
生
が
■
日
野
害
館
員

　
春
の
図
一
日
館
ま
つ
り
が
5
月
に
H
、

開
か
れ
、
占
本
市
や
お
は
な
し
会
、
国

際
交
流
員
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
紹
介
、
体

験
ふ
し
ぎ
な
か
が
く
の
匿
界
な
ど
の
行

事
が
行
れ
ま
し
た
．

　
一
1
1
図
R
目
館
長
に
は
、
国
際
交
流
員

の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ガ
リ
モ
　
さ
ん
が
就

任
し
、
宮
副
旺
克
教
育
長
か
ら
辞
令
を

f
渡
さ
れ
ま
し
た

「ゴ

h

春
の
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

　
宮
副
教
育
長
は
、
「
今
日
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
、
一
本
の
市
も
あ
り
ま
す
の
で
、
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た

　
占
本
は
無
料
で
、
　
一
人
m
冊
ま
で
持

ち
帰
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
早
朝
か

ら
大
勢
の
親
f
が
訪
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

好
き
な
本
を
探
し
て
い
ま
し
た

　
こ
の
目
、
後
藤
有
香
さ
ん
と
海
野
良

裏
さ
ん
の
．
、
人
が
、
　
一
1
1
図
工
館
員
〔
と

し
て
、
ガ
リ
モ
　
さ
ん
か
ら
、
委
嘱
を

受
け
ま
し
た
．
．
．
．
人
は
早
速
カ
ウ
ン
タ

ー
で
図
辞
の
貸
出
と
返
却
裳
務
に
従

事
．
少
し
・
緊
張
し
て
、
利
用
者
に
応
対

し
て
い
ま
し
た
．
、
こ
の
一
1
1
図
井
館
ロ
ー
－
〔

は
、
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
、

決
定
し
た
も
の
で
す
．

　
後
藤
さ
ん
は
「
私
は
、
本
が
好
き
で

ー
ヶ
月
に
何
卜
冊
も
読
み
ま
す
　
図
井

館
員
の
仕
事
は
、
と
っ
て
も
楽
し
い
で

す
，
」
と
答
え
ま
し
た
．
海
野
さ
ん
は

「
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
．
．
ヘ
ノ
ー
1
は
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
張
り
切
っ
て
応
対

し
て
い
ま
し
た

　
中
庭
で
は
、
紙
芝
居
が
あ
り
、
図
井

館
員
の
今
西
幸
太
さ
ん
が
紙
芝
居
を
L

演
．
集
ま
っ
た
親
．
r
は
み
ん
な
、
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た

　
図
詐
館
り
一
階
の
会
議
室
で
は
、
．
兀
中

学
校
校
長
の
、
高
森
潤
さ
ん
の
科
学
実

験
教
室
「
体
験
・
ふ
し
ぎ
な
か
が
く
の

せ
か
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
．
．

　
体
験
教
室
に
は
親
．
r
約
5
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
、
水
を
人
れ
た
コ
ツ
．
フ
を
逆

さ
ま
に
し
て
も
・
水
が
こ
ぼ
れ
な
い
此

期
で
は
、
．
r
供
た
ち
か
ら
歓
声
が
し
が

り
、
親
．
r
で
楽
し
・
＼
実
験
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
．
．
ま
た
、
ピ
ン
ホ
ー
ル

カ
メ
ラ
の
実
験
も
あ
り
ま
し
た
、
．

　
「
ジ
ョ
ナ
サ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
し
ょ
う

か
い
」
で
は
、
ガ
リ
モ
　
さ
ん
が
イ
ギ

リ
ス
の
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
紹
介

し
、
．
r
潤
た
ち
と
楽
し
く
交
流
を
深
め

ま
し
た
．
．

馨奎揮霞韓震一 鳳虚
し

」

、
｝
、
』

，〆

’
1

’

諺梱一

L
事務局から説明を受ける実行委員

　
市
は
4
月
2
4
日
、
市
制
施

行
5
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
（
会
長
1
1
山
本
市
長
）

を
発
足
さ
せ
、
実
行
委
員
会

主
催
事
業
と
企
画
運
営
事
業

な
ど
5
0
件
の
事
業
承
認
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
向
市
の
半
世

紀
を
振
り
返
り
、
先
人
た
ち

の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も

に
、
子
供
た
ち
に
弧
5
5
れ
る
郷

土
を
残
し
、
2
1
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。
、
主
催
事
業
は
「
日
向

引
引
郷
土
芸
能
祭
」
な
ど
1
1
件
。

　
市
民
自
主
企
画
運
営
事
業
に
は
3
3
件

の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
「
プ
ロ
サ

ー
フ
ィ
ン
大
会
」
、
「
耳
川
流
域
総
合
短
歌

大
会
」
な
ど
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野

の
多
様
な
事
業
2
3
件
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

7
1
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
懇
話
会
が
巾
間
報
告

たそ境活ビ　工め活バ第
7オし密ζ」功ス，釜モ⊥乏　’重カリ2’1己

　ぞ備振L・話に4　概ア期成
　葦登肇f栗盆護｛ll蓼引丁窄

欝欝籠㍊懸1陪

讐1編凝礁1
　ま墾活文サ　らま問くし
　しk・環化1　がとのりた市長に報告書を手渡す壱岐会長

　
昨
年
は
そ
の
活
動
の
中
心
を
「
目
口

」
高
障
害
拷
．
フ
ラ
ン
」
の
内
容
の
占
…
検
に

据
え
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
の
学

習
に
も
η
を
航
れ
て
き
ま
し
た

　
眼
告
は
「
県
内
で
も
口
「
く
か
ら
障
害

占
フ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
た
点
は
高
く
評

価
で
き
る
、
具
体
的
数
値
目
標
を
掲
げ

る
べ
き
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
記
述

が
不
足
、
身
体
障
害
者
の
雇
用
・
就
労

の
促
進
と
芝
援
の
充
実
」
な
ど
、
柄
な

問
題
点
等
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
ま

す
．、

●
・
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
9
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
・
・
●
●
・
…
●
O
・
O
●
●
●
●

●●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　o　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　●　9　●　●　●　●　●　■　o　o　●　●　●　●　o　■　●　●

　21世紀の消防はおまかせ

　今年、新たに採川された、市消防職員が4月：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1711、害｛山奇り1≒71「」匡ノァ≠校Gl｛山奇11∫ノく’≧：個∫1〔1）初∫　：

任科に、入校しました。　　　　　　　　　　　：
ノ、校したのは、菊池直哉さん、黒隠男さん、i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ兵頭卓馬さん、金丸真也さん、赤澤範信さんら　・
5んこれから101」陶まで、1：341制のi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育訓練を受けた後、消防ヒとして配属されま　・
す」騰の，硝防i瑚よ・旧い訓練だが知i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　識や技術だけではなく、消防しとして市民の安。
全姓活を’掲という一’1覚と樹申鰹ってほi

しい」と温かいエー・レを疑曽っています。　　i

陛　 いち後口　　る用力に
を懇＿．’と態山一にはつ一

挙蒙婁礁窟駕l

l癖護灘顯
玄最1鎧謙幌
　終　開いい7　要体解労

馨矯摂雛認

間
報
止口

市長鮪想

報
新
緑
の
誘
い

⑫Ill本孫存

　
「
み
ど
り
の
日
」
を
中
心
に
、

大
臼
然
は
新
緑
に
包
ま
れ
百
花
線

乱
、
新
生
の
息
吹
を
こ
れ
ほ
ど
強

く
感
じ
る
季
節
は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
久
し
ぶ
り
に
．
長
女
の
住
む
京
都

を
訪
れ
ま
し
た
。
乗
車
し
た
タ
ク

シ
ー
の
運
転
乎
さ
ん
と
の
会
話
の

中
で
「
新
緑
の
誘
い
2
0
0
1
」

）
　
、
．
一
．
期
一
　
、
　
　
．
＼
．
1
・
）
】
・
．
　
　
1
．
㌔
「
（
」
・
．
」

9
百
甲
カ
　
ノ
馬
ワ
辱
．
誓
牙
陽

で
4
月
2
7
日
か
ら
5
月
6
日
ま
で

開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
大

変
興
味
を
感
じ
ま
し
た

　
そ
の
こ
と
を
娘
に
話
し
た
と
こ

ろ
、
早
速
家
族
で
拝
観
し
よ
う
と

宝
泉
院
へ
、
境
内
に
足
を
入
れ
る

と
ラ
イ
ト
と
ロ
ー
ソ
ク
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
．
フ
さ
れ
た
光
景
が
1
1
に
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。
入
目
で
頭
香

を
手
に
い
た
だ
き
、
心
身
を
清
め

静
粛
な
部
屋
に
人
る
と
、
そ
こ
に

は
水
契
，
窟
か
ら
水
滴
が
奏
で
る

音
。
ま
さ
に
．
．
一
位
．
体
と
な
っ
た

光
と
香
り
と
音
の
癒
し
は
、
多
次

．
兀
的
幻
想
空
間
を
体
験
で
き
、
そ

こ
に
、
生
き
生
き
と
新
し
い
活
力

が
み
な
ぎ
っ
て
き
ま
し
た
．

●

一ヨビ聞　L，　【

2

可．

陶麟｝
こ＾そ幽〃訊u団囹■国国団八［1のf，喜榑rす
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比
ド
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甲
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．
彗

．
ア

…
啄

リョ

…
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日
向
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
H
P
）
を
開
設

　
1
1
向
市
の
ホ
ー
ム
．
ペ
ー
ジ
開
設
式
が

4
月
照
日
、
市
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
本
市
長
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す

る
と
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
画
面
い

っ
ぱ
い
に
現
れ
ま
し
た
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
1
1
向
市
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
研
究

会
の
報
告
井
を
元
に
、
昨
年
1
2
月
か
ら

実
行
委
員
会
で
、
開
設
に
向
け
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
．
、

　
特
に
山
本
市
．
長
の
目
指
す
「
誠
実
・

公
正
な
市
政
」
「
清
潔
で
透
明
な
市
政
」

「
民
ヒ
的
で
開
か
れ
た
市
政
」
を
基
本

…
O
O
O
O
O
・
●
・
●
●
●
●
・
・
・
・
・
・
…
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

内’」
・

全天候型運動施設を起工

羅1∵　套驚調閣■■
　お倉ヶ1兵運動公園内に建1没される全天候型運

動施設の起r式が4月20日、現地で開かれま

した。同運動施設は、建設資材に耳川水系産杉

材を使川して建設され、完成すると延べ床面債

4810平方メートルの多目rl勺機能を有する運

動施設となります。

　アリーナは人i芝張りで、野球の練習やグラ

ンドゴルフ場、各種イベントに利川することが

でき、市が目指している生涯スポーツの拠点と

しても期待されています。完成は’F成14年1

月ごろのr定です．

●　●　・　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　●　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　9　●　●　●　●　■　●

と
し
て
、
「
だ
れ
も
が
住
ん
で
み
た
く

な
る
ま
ち
域
の
実
現
に
向
け
て
、
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
「
市
の
紹
介
」

や
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
」
な
ど
の

広
報
に
関
す
る
も
の
や
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
「
百
人
委
員
会
」
の
項
目
も
設

け
ま
し
た
．
．

　
市
は
、
今
後
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
市
庁
舎
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
庁

内
L
A
N
）
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
、
市
公
共
施
設

の
中
し
込
み
や
各
種
申
請
事
務
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
行
政
情
報
・
地
域
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
る
利
川
な
ど
、

地
域
全
体
の
情
報
伝
達
手
段
の
．
つ
と

し
て
活
用
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

：日向市教醜本方針説町桧　　　　　な早合，．蚤の室‡りφ　　　一　’＝1・三・…　　＝’

た
今
農
の
禺
市
教
彙

し
本
方
針
の
説
雲
が
、
角

　
　
2
7
日
、
日
向
市
中
央
公
民
館

ま匙
麟
曜
騨
髪

説
に
加
え
・
P
T
A
会
長
役

を
員
に
も
教
端
本
右
針
を
説

策
明
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．

施
ま
す
、
宮
副
正
克
教
育
長

右
日
か
ら
「
た
く
ま
し
い
か
ら
だ
、

　
　
豊
か
な
心
、
す
ぐ
れ
た
知
性
」

教　
　
を
そ
な
え
た
人
間
の
育
成
を

め
ざ
す
教
蕎
基
本
方
針
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、

社
会
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
、
市

の
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
に
つ
い
て
、

各
課
長
が
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
P
T
A
会
長
か
ら
「
P
T

A
と
し
て
も
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
検
討
で
き
る
」
な
ど
の
意
見

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

●

範

■■■■■■■■■謹廷　　　　「「■■■■

教育基本方針を説明する宮副教育長

9
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ム　リム　 ムミ　ノしノ

　ま5の脂気

⑧
の
昌
人
が
入
港

　
「
海
の
貴
婦
人
」
と
し
て
親

し
ま
れ
る
、
練
習
帆
船
海
モ
丸

が
4
月
2
7
目
、
細
島
工
業
港
に

入
港
し
ま
し
た
。
海
旺
丸
は
練

習
船
で
、
今
度
の
航
海
は
、
東

京
の
商
船
大
学
、
商
船
高
等
厚

門
学
校
、
海
技
大
学
な
ど
の
実

習
生
ら
8
9
人
を
含
む
、
1
5

5
人
が
乗
船
し
て
い
ま
す
。
4

月
2
3
口
に
長
崎
港
を
出
航
し
、

乗
組
員
の
休
養
な
ど
の
た
め
細

島
港
に
寄
港
し
た
も
の
で
す
。

　
海
E
丸
甲
板
で
、
歓
迎
式
が

開
か
れ
、
市
や
商
工
会
議
所
の

職
員
に
よ
る
花
束
贈
呈
が
あ
り

ま
し
た
。

／
．－

潔
「

＼
。
4
ず
．
，
・
．

こ
・
．
監

・
集

一　餐雪－・層「細島工業港に入港した海王丸

　
黒
木
國
衛
市
収
人
役
が
「
f

分
休
養
し
、
こ
れ
か
ら
の
訓
練

に
備
え
て
ほ
し
い
」
と
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
飯
田
俊
夫
船

長
が
「
休
日
を
利
用
し
、
日
向

の
神
話
に
親
し
み
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
海
王
丸
は
、
昭
和
能
年
か
ら

3
年
計
画
で
建
造
が
進
め
ら

れ
、
平
成
元
年
に
竣
工
し
た
大

型
帆
船
で
す
。
全
長
I
1
0
メ

ー
ト
ル
、
総
ト
ン
数
2
5
5
6

ト
ン
、
航
海
速
力
は
最
高
で
1

3
ノ
ッ
ト
。

ー呈
PC

・じ

」

哨
津
「十二■■【

　　　　　花束贈呈を受ける飯田船長ら

㊤
霜
崔
鑑
士
で
す

　
農
村
女
性
の
地
位
向
ヒ
に
関
す
る
活

動
促
進
を
担
う
、
県
農
村
女
性
指
導
ヒ

に
認
定
さ
れ
た
女
性
ら
が
4
月
2
0
日
、

市
農
林
水
産
課
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
訪
問
者
は
、
黒
田
茂
子
さ
ん
（
奥
野

地
区
）
、
児
玉
孝
子
さ
ん
（
本
宮
地
区
）
、

黒
木
眞
壽
美
さ
ん
（
高
松
地
区
）
の
3

人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
果
樹
、
花
き
栽
培
、

畜
産
、
施
設
野
菜
等
の
農
業
を
家
族
と

共
に
経
営
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
大

変
信
頼
さ
れ
て
い
る
、
地
域
の
中
心
と

な
る
人
た
ち
で
す
。
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
場
産
品
の
旧
臣
亮
硅
進

D
（

　
日
向
物
産
振
興
協
会
の
設
航
総
会
が

4
月
2
0
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
協
会
ば
、
地
域
地
場
産
品
の
生
産
販

売
を
促
進
し
、
共
同
宣
伝
、
販
路
拡
大

に
努
め
る
た
め
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、

日
向
市
、
二
郷
町
村
の
3
0
業
者
が
加
盟

し
ま
し
た
。

　
会
長
に
、
松
本
龍
太
日
向
商
工
会
議

所
専
務
理
事
を
選
出
。
総
会
に
は
目
向

市
、
入
郷
町
村
、
各
商
工
会
な
ど
関
係

者
約
5
0
人
が
出
席
し
、
地
域
地
場
産
品

振
興
の
た
め
の
各
種
事
業
へ
の
積
極
的

参
加
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

O
育
て
ば
あ
た
た
か
《

■広報紙に掲載された写真を差し上げます。

　希望する人は、市総務課（君内線2234）まで。

」

　
，
　
「

り

食

ゆ
っ
た
り
と

　
．
r
育
て
講
演
会
が
5
月
1
8
日
、
目
向

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
早
稲
田
大
学
教
授
、
増
山

均
さ
ん
。
「
不
安
の
子
育
て
か
ら
安
心

の
子
育
て
へ
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
。　

増
山
さ
ん
自
身
、
5
人
の
f
供
を
育

て
た
が
、
母
の
時
代
の
．
r
育
て
に
は
及

ば
な
い
こ
と
が
多
い
と
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
語
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
に
は
、
欧
米
な
み
に
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム

の
構
築
も
当
然
必
要
だ
が
、
ま
ず
は
親

自
身
の
意
識
を
改
革
す
る
こ
と
が
大

事
。
夫
婦
だ
け
で
子
育
て
を
せ
ず
、
仲

間
を
作
り
、
「
子
育
て
は
あ
た
た
か
く
、

や
わ
ら
か
く
、
ゆ
っ
た
り
」
と
や
る
こ

と
が
、
キ
レ
な
い
f
供
を
育
て
る
一
番

の
方
法
だ
、
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
度
重
な
る
1
7
歳
に
よ
る
事
件
、

「
キ
レ
る
」
壬
供
、
不
登
校
、
児
童
虐

待
な
ど
、
比
口
よ
り
問
題
が
増
え
て
い
る

の
は
、
現
代
社
会
が
生
産
を
伴
わ
な
い
、

生
産
過
程
が
見
え
な
い
、
消
費
だ
け
の

社
会
に
な
り
、
家
族
で
食
事
を
と
ら
な

い
な
ど
児
童
の
個
食
問
題
、
不
況
に
よ

る
大
人
の
側
の
不
安
な
ど
、
社
会
の
冷

た
い
風
が
f
供
に
影
響
し
て
い
る
か
ら

だ
と
指
摘
。
国
連
が
採
択
し
て
い
る
r

供
の
権
利
条
約
を
紹
介
し
、
し
め
く
く

り
ま
し
た
。

⑦
ん
な
で
な
か
よ
く
あ
そ
ん
で
ね

　
こ
ど
も
の
日
の
前
の
4
月
2
4
1
1
、
市
は

公
疏
の
3
保
育
所
と
法
人
立
の
燈
保
育
園

に
遊
具
を
．
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
、
、
．
r
供

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
や
わ
ら
か
い

ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ル
ー
2
個
を
贈
り
圭
し

た
。
こ
の
日
は
、
山
本
市
．
長
が
ひ
よ
こ
保

育
園
（
山
本
巌
園
長
・
園
児
6
9
人
）
を
訪

問
。
出
迎
え
た
赤
木
宥
太
君
、
黒
木
型
加

ち
ゃ
ん
、
大
村
龍
瑠
也
君
に
「
楽
し
く
遊

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
手
渡
す
と
、
3
人
は

「
は
い
」
と
．
兀
気
よ
く
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。

㊨
果
霜
を
畢
し
ま
し
た

　
日
向
占
果
地
方
卸
売
市
場
．
を
諸
塚
村

内
の
小
学
生
狛
人
が
5
月
9
日
、
見
学

に
訪
れ
ま
し
た
。
小
学
生
ら
は
、
河
野

市
場
長
か
ら
市
場
の
施
設
の
様
f
、
市

場
の
役
割
、
市
場
で
働
く
人
た
ち
や
荷

受
か
ら
セ
リ
に
か
け
、
消
費
者
へ
渡
る

一
目
の
流
れ
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
熱

心
に
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
第
3
セ
ク
タ
ー
で
施
設
を
管
理
す
る

同
市
場
に
は
、
野
菜
や
果
物
な
ど
の
青

果
が
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
集

ま
り
、
．
日
に
菊
ト
ン
が
セ
リ
に
か
け

ら
れ
ま
す
。
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みんなの広場

戦報灘言轍　　　　　．　「情報伝言板」は、皆さんの自

　　　　　　市制施行50周年記念事業u
は
ば
た
け
！
日
向
1
～
参
加
・
連
携
・
創
造
～
“

　　　　　　　　　　　　玉

ﾙ廉したちの・四

型的な活動を応援するコーナーで　’ 市民自主企画運営事業　の紹介

す。サークル活動などの会員募集 ■音響反射板の体験演奏会　第1部「朝のきらめきコンサー
の学　　たは常りてで格従磯り　一は塩

やイベントなどの情報をお寄せく 卜」と第2部「アルバート・ロトピアノリサイタル」 従校昭　　一山　’年もま兄遊一　同竹川現　　　　　　　　　　　黒　　　　　だにる

ださい。営利や政治・宗教活動を

ﾚ的としたものはお断りします。

@原稿は、毎月1日までに市総務

ﾛ（盤内線2234＞へ。ただし、

�ﾊのスペースの関係上、掲載で

ｫない場合があります。

｡　，　，　．　，　■　■　，　．　．　，　．　9　．　．　．　．　9　，　．　．　・　■　，　・　，　，　■　●　，　．　●　．　，　．　■　，　．　．　■　．　．　9　，　．　9　，　．　．　，　．　9　，　．　■　・　，　．　■

｡県下一斉無料歯科健診・相談

@6月4日から10日までは、歯

「

◇日時＝7月1日（日）10：30～，14：00～

桴齒梶％卲�s中央公民館ホール

椏燉e＝音がきらめく不思議な音響反射板を設置したホールで

苑t家と聴衆がともに豊かな響きに包まれるコンサート。第1

煤i10：30～）には、日向混声合唱団、ひむかいコーラス、

�S万石下ールスターズ、アンサンブル・サンチィエ、松浦真

R美さんが登腸（入場無料・要整理券）。第2部（14：00～）は

jューヨーク出身のピアニストアルバート・ロト氏が温かな

ｰの音色を奏でるピアノリサイタル（全席自由2，000円・

俣冾Q，500円）。

兄に和　　年も町ド　’で弟びとで島　’在　　　　　　　　　　木　　　　　き対さ今
_解獅蹄　：雛疑1翼翼　　　　　巌策誌鶏入し5　がた老はのつ顔ってえかが島　　　　　　　　　さ　京　　た思使は佼た月　起ゴのぞ者てやた漁をんあ港　　　　　ぼ　　　ん　従　　。いに’

ｫ；藁を鶴継無驚賑　．　露量峯嘉藷

T蕪蒸ll雛　　ゼlll
の衛生週間です。この週間にあわ

ｹ宮崎県歯科医師会及び各市郡歯

ﾈ医師会では、6月4日（月〉か

　◇問い合わせ先＝音楽i交蕩絵（53－2754　高橋）

C■「遊・YOU・ゆう」　ビーチバレー大会

@◇日時＝7月15日（日）9：30～

む　　■

@　　　　　　　たこよならでらた談てのに　　れi二て大夫目あ加や若岩従の人てかをす難倒　　　　　　　　いの丸いはき　　　　　　　　　　　　　　　　　しとでい凶よ最　’京い使妻向り者んと脇兄黒を家ら作るさを

ら8日（金）まで無料歯科健診・

樺kを実施します。会場は「歯の

ｳ料健診・相談」のポスターか会

�V証を掲示している歯科医院で
ｷ。

｡　スポーツボランティア募集

X月に本県で開催される「日本ス

{ーツマスターズ2001宮崎大

◇場所＝お倉ケ浜海水浴場

椏燉e＝日本の渚100選のお倉ケ浜と輝く太陽の下で開
ﾃする4人制ビーヲ誠レー大会て旗（参力［費1チーム4，000円）

梵¥込期間＝6月1日（金）～6月15日（金）

椁竄｢合わせ先＝E〕向市青年団連絡協議会（日向市役所5

Q－2111　・内線2168　　高瀬）http：／／
翌翌浴Dmnet．ne．jp／～box11755／beach．htm！

1饗繁蕪蒸｝雛1欝

会」の、大会運営をお手伝いいた

ｾくボランティアを募集します。

’ 掲
聾

◇活動期間＝9月21日遅（金）～

25（火） 図　　　　　館 柏田宏行さん（22歳：幡浦）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1　　　　　　鰐ξ

◇活動場所＝宮崎市、都城市、日

�s、日向市、佐土原町、高鍋町

ﾌ各競技会場ほか

「P・う響　一・1‘・ト　「蔵書点検による休館」について（案内）

←　●　小牲からサ・カーをやって　　　　　　　　　　　　　　　　ざ1・
@　　　　　　壕、驚ま鶴1’癌㌃あ　いきいき　　　　　　　飛　　…

◇応募資格＝①平成13年4月1

卲ｻ在で満15歳以上の人、②原
　図書館の現在の蔵書冊数は、約81、OOO冊、しか

ｵ、この中には所在不明の図書も含まれます。みなさん
悉；綴灘慧1響　　　青春トーク　1㌔’毒猷

則2日以上活動できる人、③事前 の中には、検索機で「貸出可」になっているのに、探し 次の1試合を楽しみにしていま
の研修に参加できる人

梵¥込方法＝市社会体育課に備え

tけの参加申込書を記入し、郵送、

ても本が見つからない一という経験をした人もいると

vいます。　無い本について調べ、探し出そうとするこ

ﾆを「蔵書点検」といいます。市立図書館では、この度、

す．　　　　　　　　　　　　　　　　係　　自4かし近　　　　　　　　　　　　　　　　　　がこ薦）たて所こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　写連　’まはいのの　　　　　　　　　　　　　　　　　　真絡他で　’ま若コ

FAXなどでお申し込みくださ
｢。

椏咩c込締切＝6月15日（金）当

dヨ消印育効

梔桾蛛Eお問い合わせ＝日本マス

^ーズ2001宮崎大会実行委員，

�末ｱ局（容0985－32－4

S71、FAXO985－32－

S472）

この蔵書点検のために9日間の休館をします。この休館

�ﾉは点検の外に、破損図書の修理なども行い、みなさ

�ｪ利用しやすい環境づくりを図ります。みなさんの蔵

蒼_検後のこ来館をお待ちしています。

梠｠書点検による臨時休館＝7月1日（日）～7月9日（月）

桙U月の休館日＝6月1日、4日、11日、18日、25日

　　　　　　　　　　　　　　をを薦こ市す者1
@　　　　　　　　　　　　　曰いは連総　oやナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内山世希子さん（21歳：往還）　　　　　　　　　　　　　　ρた問国務紹職1

D　騰餐∴劇画1バへ　　㌔罎舞募贈戴1・跳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はコースへ出てみたいですな
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おしらせ

6月の納期

国民年金保険料 6月分

この社会あなたの税が生きている

顎
共
工
事
を
公
表
し
ま

　
市
は
B
年
度
中
に
発
注
が
見

込
ま
れ
る
公
共
L
事
を
年
．
．
回

（
5
月
末
・
陶
月
初
旬
）
公
表

し
ま
5
1
．

　
こ
れ
は
、
一
公
共
L
肇
の
人

札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
、
が
こ
の
ほ
ど

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国

及
び
特
殊
法
人
、
地
方
軍
兵
団

体
に
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す

　
公
沖
す
る
L
ザ
は
、
い
ず
れ

■
日
向
ひ
ま
わ
り
レ
デ
ィ
ー

　
目
向
市
観
光
協
会
で
は
、
目

向
ひ
ま
わ
り
レ
デ
ィ
ー
を
募
集

し
ま
す
　
目
向
ひ
ま
わ
り
レ
デ

ィ
ー
は
8
月
か
ら
1
年
制
、
日

・
回
訓
の
キ
ャ
ン
へ
ー
ン
の
お
ア

伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　
今
一
か
ら
8
月
の
ひ
ょ
っ
と

こ
、
曳
祭
り
で
就
任
式
を
．
レ
定
し

て
い
ま
す

◇
応
募
資
陪
1
1
日
向
市
に
在

住
、
ま
た
は
勤
務
す
る
満
1
8
歳

以
し
の
女
性
で
、
、
ヒ
催
者
が
依

頼
す
る
各
種
行
事
に
1
年
川
芝

日
向
市
観
光
協
会

」
匠

り
の
秤
．
r
を
各
支
所
、
公
民
館

で
無
料
配
布
し
ま
す
．
．

　
ま
た
、
7
月
8
1
1
に
市
役
所

前
で
苗
の
配
布
を
し
ま
す

◇
…
同
い
合
わ
せ
1
1
市
花
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
（
容
内
線
2
6

ー
フ
こ

契
約
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
公
共
工
事
を
公
表
し
ま

　
す

　
市
は
B
年
度
中
に
発
注
が
見

込
ま
れ
る
公
共
L
事
を
年
．
．
回

（
5
月
末
・
陶
月
初
旬
）
公
表

し
ま
5
1
．

　
こ
れ
は
、
一
公
共
L
肇
の
人

も
，
レ
定
価
格
が
2
5
0
万
円
以

し
の
年
度
内
に
発
注
が
見
込
ま

れ
る
す
へ
て
の
し
奮
た
だ
し
、

す
で
に
発
注
し
た
L
事
や
川
地

買
収
を
伴
っ
た
り
、
突
発
的
な

災
害
な
ど
年
度
内
発
注
の
見
通

し
が
疏
た
な
い
し
事
は
除
き
ま

す
ま
た
、
公
表
し
た
L
事
の

指
名
・
・
人
札
虻
和
甲
爪
や
契
約
軸
和
甲
乍

に
つ
い
て
も
同
様
に
公
表
し
ま

す
．　

公
表
場
所
は
、
市
の
契
約
管

理
課
内
（
．
部
担
当
課
）
．
．
閲

覧
に
よ
る
方
法
で
の
公
表
と
な

り
ま
す
．
詳
し
く
は
契
約
管
理

課
（
含
内
線
2
2
6
？
こ
ま
で
．

一
　
将
来
も
継
続
し
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農
業
に

　
従
事
で
き
る
農
業
青
年
へ

　
県
及
び
（
社
）
国
際
肥
…
柔
者

気
流
協
会
は
、
海
外
派
遣
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餌

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
．
．

　
こ
れ
は
、
海
外
に
お
け
る
農

．
、
）
．
、
．
、
曇
り
鋼
浅
」
同
旨
，
切
－
口
～

イ
ワ
．
ヲ
ぜ
ゐ
目
矢
，
郎
手
’
“
ウ
・
－
’
仁

と
国
際
的
視
野
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広
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て
も
ら

お
う
と
実
施
す
る
も
の
で
す

◇
派
遣
先
L
ブ
ラ
ジ
ル
、
米
国
、

米
国
ハ
ワ
イ
、
欧
州
各
国

◇
派
遣
期
間
目
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ラ
ジ
ル
．
平

成
B
年
1
2
月
～
3
ケ
月
間
、
米

国
（
2
年
コ
ー
ス
）
／
平
成
1
4

年
6
月
～
2
年
間
、
米
国
（
1

年
コ
ー
ス
）
、
米
国
ハ
ワ
イ
、

吹
川
各
日
、
、
平
政
4
年
3
月
～

・
◇
研
修
脅
「
1
ー
ブ
ラ
ジ
ル
・
佃
械

（
県
負
担
∀
、
米
国
、
米
国
ハ
ワ

イ
、
吹
川
瀬
円
・
7
、
J
～
6
．
」

　
i
　
’
　
　
一
　

・
ワ
ー
ノ
　
　

一
’
ノ

倉光◇～◇◇イ◇人◇障
贈1舗魏3艇麟
警語い3期［1人II康」「参
財源1稲1暢㌧臆ヤ！1㌧響

昼1響拶｝・釜場ミ
へ観li∀1　　わなく人
　前向　　H　　　　　　　　　り人元
　」1果li∫7こ　レ弓丈
　内観　ど　　　デ　　な

あなた ﾏ霧隻高窪会i醗金一圏メモi葎《ぎ窒　Q＆A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　本年度から新設されました、　：　　税証明の取り扱い窓目　　：　《Q》現況届が送られてきたの
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

男女共同参画週間は、男女共同　：　次の5項目の税証明は、市税：ですが、どのようにすればよい
参画基本法の公布・施行日にち　：務課窓Iiだけでなく、細島、岩：でしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
なんで、6月23日から29日　：脇、美々津の各・支所でも交付し：

までの1週間・実施されます。　：ていますので、ご利用ください。：　《A》年金を受給されている人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　同週間は・「男女が互いにそ　：①所得証明，轄　　　　　　　　：は、毎年誕生日の月に東京の社

の人権を尊重しつつ喜びも責任　i　～：課税証明階　　　　　　　　　i会保険庁から現況届が送られて

も分かち合い、性別に関わりな　：置資産証明書　　　　　　　　：きます。現況届が送られてきた

く・その個性と能力を十分に発　i◎軽自動卓税納税証卜1月井　　　　iら、必要事項をお書きのうえ早

揮することができる男女共同参　：⑥ヒ地・家屋名寄帳の写し　　：めに返送してください。現況届

画社会の形成に向けて・国民の　i※］徽料は、いずれも1件又はiは年金を受給している人の生存

理解を深める」ことを趣旨して　：　1枚30〔〕円。代理人が証明芹：を確認するためのものです。そ

います。日向市ではこの週間に　iめ交付を受ける場合は、同一世iのため、はがきを出し忘れると、

男女共同参画社会づくり推進ル　：帯の場合を除き、委任者本人が：年金が一時的に止まることにな
一ムを開設する予定です。　　　i作成した委任状が必要です。　　iりますのでご注意ください。
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7
1
1
は
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「
社
会
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掌
る
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す
る
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強
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防
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．
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築
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．
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司
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．
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．
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．
．
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．
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療
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療
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を

　
開
き
ま
す

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
κ
の
．
雇
用
主
禾
を
目

的
に
次
の
技
能
講
習
を
実
施
し

ま
す
．
．

◇
技
能
内
容
1
1
樹
木
の
勇
定
・

造
園
講
習
、
ビ
ル
清
掃
作
裳
　
芋

蹴
…
羽
目
、
　
．
パ
ソ
コ
ン
楓
…
羽
目
、
　
訪
…
回

二
巴
匡
員
養
成
研
修
（
．
．
一
級
課

程
∀
、
草
刈
機
取
扱
講
習

，
甘
｝
」
「
｝
j
I
、
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」
　
　

－
」
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へ
V
誓
謳
レ
辱
”
日
1
　
　

～

ぐ
　

ロ
ナ
匠
一
’
一
　
　

｛
～
　
　
1
一
　

ウ

間
で
、
講
習
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
．

◇
対
象
者
門
田
歳
～
僑
歳
（
た

だ
し
、
訪
川
介
護
員
は
5
0
歳
～

薦
歳
）
く
ら
い
ま
で
．
．

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
ー
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
暦
5
2
　
2
2

0
0
V
へ
．
．

花
の
ま
ち
つ
く
り
推
進
室

　
ひ
ま
わ
り
の
花
を
咲
か

　
せ
よ
う

　
「
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
取
り
組
む
、
市
花
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
で
は
、
6
月

－
日
～
7
月
訓
日
ま
で
ひ
ま
わ

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
き
■
6
月
1
4
H
（
木
｝

　
　
　
　
　
0
，
旧
～
5
．
均

　
と
こ
ろ
■
社
会
福
祉
協
議
会

　
申
込
先
■
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
（
倉
5
2
　
1
0
1
0
）

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
き
0
6
1
1
1
2
日
〔
火
｝

　
　
　
　
　
一
　
　
頭
～
一
」
　
　
瓦

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

へ
〉
心
身
障
害
者
相
談

　
と
き
■
6
目
9
日
〔
L
「

　
　
　
　
　
o
　
M
～
2
，
M

　
と
こ
ろ
■
身
体
障
害
者
セ
ン

　
　
ク
⊥
容
5
2
1
5
4
3
4
　

「
市
民
の
声
ポ
ス
ト
」

　
」
巾
は
、
h
巾
政
に
対
す
う
み
な
さ

ん
の
こ
心
見
・
ご
要
，
午
を
お
珊

き
す
る
た
め
、
市
民
の
声
ホ
ス
ト

を
庁
舎
玄
関
に
備
え
付
け
て
い
圭

す
　
ど
う
ヅ
て
、
ご
利
川
く
だ
さ
い

な
お
、
質
問
拷
に
直
接
同
病
す
る

場
へ
目
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見

箒
に
は
、
必
ず
住
所
・
氏
名
・
連

－
絡
先
’
づ
を
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記
し
て
く
だ
さ
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一
　
実
行
委
員
　
運
営
ホ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
8
月
4
1
1
（
i
）
に
H
向
ひ

ょ
っ
と
こ
堤
祭
り
か
、
8
月
5

目
（
日
）
に
納
猷
化
火
人
会
か

開
か
れ
ま
ゴ
、
今
回
か
り
「
巾

民
一
体
の
企
画
・
運
．
昌
」
か
祭

り
の
基
本
コ
ノ
セ
フ
ト
て
す

そ
こ
て
、
同
星
祭
り
と
化
火
人

ヘ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
介
画
を
す
る

人
行
委
1
1
〔
を
界
慶
し
ま
す
　
ま

た
ヒ
ー
日
の
連
．
昌
を
す
る
ホ
ラ
ノ

テ
ィ
ァ
ス
タ
ノ
ブ
も
界
涌
し
ま

す　
農
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的

な
参
幽
を
お
廟
い
し
ま
づ

◇
翌
翌
高
目
’
1
1
制
限
な
し

◇
募
集
期
限
1
1
7
月
m
日
｛
火
｝

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
・
巾

◇
募
集
人
貝
H
フ
ラ
！
ル
／
2

人
、
未
国
、
米
国
ハ
ワ
イ
、
欧

川
各
円
／
若
一
名

◇
界
集
…
明
間
1
1
4
月
馬
1
1
～
7

」
雪
一

◇
募
集
資
格
ー
ー
フ
ラ
／
ル
／
却

成
～
郎
歳
の
男
心
、
米
国
、
未

国
ハ
ワ
イ
、
欧
川
各
国
／
昭
和

菊
窺
4
月
・
［
～
昭
和
5
8
向
4

月
1
日
弓
ま
れ
の
男
女
（
派
遣

先
に
よ
っ
て
男
囲
独
身
等
の
制

限
あ
り
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先
1
1
巾
農

林
水
昌
課
（
倉
内
保
ノ
】
3
1
3
）

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り

藺
i
観
光
課
（
倉
内
線
2
6
3

6
∀

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
リ

ひ
ょ
っ
と
こ
ダ
ン
ス
ハ
ト
ル

（
仮
称
）
「
ひ
ょ
っ
と
こ
タ
ン
ス

ハ
ト
ル
」
参
加
者
界
集
一

　
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
要
累
を

　
誰
取
り
人
れ
た
踊
り
な
ら
、

何
て
も
粘
構
て
す
　
入
念
チ
ー

ム
に
は
献
準
窯
跡
を
授
与
し
ま

す◇
日
時
隠
8
月
4
日
目
一
）
昼

間◇
場
所
1
1
巾
役
所
．
剛
広
場
コ
ひ

ょ
っ
と
こ
毛
祭
り
」
ア
ト
ラ
ク

ノ
ヨ
ン
会
場

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
巾
陶

－
観
光
課
（
容
内
線
2
6
3
6
）

市
制
5
0
周
年
記
念
事
業

　
後
世
に
残
し
た
い
風
景
の

　
写
真

　
赤
目
施
、
臼
狛
平
句
記
含
ト
，
未

気
行
委
員
会
て
は
「
ひ
ゆ
つ
か

白
日
小
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

人
施
し
ま
す
　
後
出
に
残
し
て

お
き
た
い
巾
内
の
風
曜
日
、
転
小
り
、

巾
民
の
．
、
口
み
な
と
を
題
材
に
、

目
由
な
允
相
」
て
応
減
し
て
く
た

さ
い
　
た
た
し
、
r
成
1
3
知
－

月
－
日
か
ら
r
成
1
4
向
－
月
一
1

日
ま
て
に
撮
目
し
た
与
真
に
限

り
ま
す
．

搬
募
集
要
項
》

◎

◇
般
耶
門

誼
．
種
類
1
1
白
Ψ
、
カ
ラ
ー
と
ち

ら
て
も
よ
い
　
，
甲
不
貞
に
か
き

る
2
サ
イ
ス
　
四
切
ブ
リ
ノ
ト
て

心
心
し
て
く
た
さ
い
　
ワ
イ
ト

サ
イ
ス
て
も
よ
い

3
ツ
て
の
他
1
1
額
装
、
　
テ
ノ
タ
ル

η
真
、
テ
ノ
タ
ル
修
d
㍗
ノ
真
は

認
め
な
い
．

◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
誰
門

－
種
頬
口
自
甲
こ
カ
ラ
ー
と
ち

ら
て
も
よ
い
　
ψ
？
」
真
に
か
き

る
2
サ
イ
ス
　
2
L
サ
イ
ス
て
応

易
し
て
く
た
さ
い
．
キ
ャ
ヒ
不

版
て
も
可

あ
そ
の
他
博
額
装
、
テ
ノ
タ
ル

㌧
貞
、
テ
！
タ
ル
修
d
‘
与
真
は

認
め
な
い

◇
応
募
同
格
博
全
国
の
と
な
た

て
も
フ
ロ
、
ア
マ
問
わ
す
心
界

て
き
ま
す
．

◇
心
界
期
間
1
1
r
成
1
4
5
1
1
月

7
日
（
月
）
～
1
月
一
1
H
（
木
）

◇
心
界
力
仏
1
1
心
雛
票
（
巾
曲

一
観
光
課
に
有
り
）
を
最
下
異

に
貼
り
、
・
巾
藺
i
観
光
課
内

「
ひ
ゆ
つ
か
白
日
小
フ
ォ
ト
コ
ノ

テ
ス
ト
係
」
へ
捉
出
し
て
く
た

さ
い
　
　
人
面
肖
て
も
し
界
て

き
ま
す
．

×
　
冠
註
門
の
心
募
者
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
讃
門
に
応
而
て
き
ま
せ

ん

d
し
く
は
、
巾
筒
－
観
光
課

（
費
内
線
2
b
3
7
）
へ

劃
一

　
平
成
1
3
年
宮
崎
県
文
化
功
労
賞
の
推
薦

一
　
推
薦
し
て
く
た
さ
い

　
文
化
に
功
績
の
あ
っ
た
人
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あ
な
た
も
出
品
し
ま
せ
ん

か
◇
会
場
・
会
期
門
丁
日
向
巾
又

国
父
流
セ
ノ
タ
ー
／
8
月
2
5
日

（
一
）
～
9
月
2
日
（
1
1
）
、
2

同
鍋
町
美
術
角
／
9
月
6
日

（
＼
イ
）
～
9
1
1
1
2
日
（
水
∀

◇
出
品
旧
格
1
1
5
歳
以
1
（
中

．
～
樋
は
除
く
）

◇
種
目
1
1
絵
画
、
訂
道
、
与
具
、

一
，
ム
・
彫
刻
、
テ
サ
イ
ノ

◇
出
品
肖
数
け
1
讃
門
に
つ
き

1
人
ノ
苫
ま
て
と
し
、
他
の
公

界
展
に
お
い
て
未
入
越
の
臼
品

に
限
る

◇
出
口
…
料
1
1
　
般
－
人
3
0
0

）
『
、
　
u
つ
へ
i
l
　
＼
－
｝
）
）

〔
一
　
　
　
　

睡
｝
〆
　
　
　
　
ノ
　
　
　

〔
　
〔
〔

円◇
応
募
力
広
1
ー
ト
務
局
に
備
ん

付
け
の
出
品
県
を
“
品
に
添
付

の
つ
ん
8
月
却
日
、
2
1
1
1
（
い

す
れ
も
一
．
田
9
時
～
－
後
目
）
痔

）
に
凶
接
会
場
に
搬
人
し
て
く

た
さ
い

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
口
向
自
又
化

直
流
セ
ノ
タ
ー
内
・
日
向
巾
総

合
美
術
展
覧
会
人
ノ
臼
委
，
貝
会
ト

傍
局
（
容
5
4
　
6
1
1
1
、
舐

54

@
2
「
）
7
一
）
∀

◇
似
学
名
貧
格
1
1
本
県
出
身
、

県
内
4
臼
名
ま
た
は
県
内
に
肋

目
す
る
団
体
て
、
次
に
掲
げ
る

君
門
に
お
い
て
、
本
県
の
又
化

の
向
！
発
展
に
関
し
特
に
鋤
者

な
業
紀
を
4
1
す
る
も
の

◇
誰
門
1
1
」
．
～
術
誰
門
、
ど
技

術
誰
門
、
3
芸
術
部
門
、
4
丈

化
功
力
部
門
、
5
体
台
讃
門

◇
推
兜
鑑
査
格
1
1
f
県
内
呑
臼

者
（
二
二
は
除
く
）
、
2
県
内

に
所
在
す
る
機
関
又
は
団
体
、

3
本
県
出
身
者
て
構
成
す
る
団

体拍
門
力
法
1
1
r
　
人
の
候
補
茜

に
つ
い
て
、
　
つ
の
市
門
に
つ

い
て
、
臼
つ
も
の
と
す
る
　
2
別

紙
様
式
に
よ
る
拍
鷹
ロ
日
に
、
臥

袖
名
の
業
粕
に
関
づ
る
貢
丹
及

ひ
候
補
者
の
与
貞
を
添
ん
で
提

出
す
る
も
の
と
す
る

×
個
人
か
推
言
づ
る
場
合
は
、

そ
の
居
臼
す
る
巾
駒
村
又
は
巾

町
付
の
教
ム
目
二
目
’
会
を
経
由
す

る
こ
と

◇
受
配
期
限
1
1
7
月
ノ
】
日
（
月
）

必
－
4
1

◇
直
川
先
1
1
県
文
化
振
興
課

（
含
0
9
8
5
ゐ
　
7
1
1

7
）
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る
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／
q
度
、
叩
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「
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ノ
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い
品
甜
の
ま
ち
つ
く

り
モ
ラ
ル
地
区
」
り
指
止
々
二
．
ぺ

け
圭
し
た
　
こ
れ
ぽ
、
F
ニ
フ
ル

地
k
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内
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け
る
公
共
疋
宇
目
　

閏
　
縁
甲
、
公
国
、
に
つ
い
て
、

，
占
者
や
，
口
命
者
㍉
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刊
用
に

紀
虐
」
し
た
施
設
目
偏
を
図
う
つ

と
づ
る
も
7
2
て
、
弛
没
’
、
枚
－
ん
闇

に
つ
い
て
は
、
陸
占
茜
ヤ
ー
－
帰

占
、
閏
停
俄
閏
な
と
を
メ
ノ
ハ

ー
と
し
て
検
－
田
づ
・
、
9
こ
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と
し
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ま
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を
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「
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児
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育
成
計
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員

　
子
供
を
安
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し
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み

　
育
て
る
た
め
に

　
少
．
一
化
　
核
叡
族
制
か
血
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臼

ξ
る
3
る
潤
て
、
．
一
と
も
を
女

し
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一
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て
る
た
め
に
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．
一
杓
て
依
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の
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援
や
．
一
一
－
一
て

を
地
域
全
体
て
L
！
へ
ん
て
い
く
レ
川

施
れ
を
酒
画
的
に
拍
赴
5
る
た

め
　
「
目
回
巾
児
甲
ム
目
成
話
向

を
れ
止
し
ま
弓
　
こ
の
1
旧
画
’
れ

止
に
つ
い
て
は
、
．
ー
ム
目
て
団
体
、

閏
任
械
閏
㌔
を
メ
／
パ
ー
と
；

る
委
目
λ
，
を
組
織
検
討
づ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
毒

　
へ
！
回
、
監
置
氏
衣
の
げ
場
て

の
紅
止
口
目
入
天
久
目
を
界
集
し

ま
ゴ
　
せ
ひ
こ
応
需
く
た
さ
い

ノ
界
“
へ
止
U
1
1
h
－
名

　
申
込
日
限
h
6
月
1
5
日
目
全
）

5
中
込
・
問
い
へ
口
わ
せ
1
巾
日

日
レ
房
肋
児
型
母
．
」
係
（
留
日

2
6
，
」

児
童
手
当
の
現
況
届

　
届
け
出
か
必
要
で
す

　
現
＾
、
児
二
丁
ヒ
ー
を
乏
け
て

｝
　
／
Ω
　
＼
↓
｝
、
　
伊
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｝
」
’
一
　
ミ
「
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し
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ー
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ー
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一

の
医
口
硯
㌧
を
屈
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出
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現
況

哺
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出
q
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要
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あ
り

ま
づ
　
こ
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現
況
届
を
提
出
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な
い
と
、
b
月
分
以
降
の
当
山
甲

r
当
の
支
給
を
Σ
け
る
こ
と
か

て
き
な
く
な
り
ま
キ

　
汐
序
す
る
人
に
は
、
6
月
例

句
に
条
内
を
郵
乱
し
ま
す
の

て
、
ピ
要
静
日
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を
添
ん
で
、
忌

⇒
6
月
－
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全
）
か
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日
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↑
∀
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止
に
な
っ
た
人

の
6
月
止
期
支
給
分
（
2
月
～

［
）
月
分
）
を
振
り
込
み
ま
づ

　
d
し
く
は
、
巾
耐
捜
し
r
房
肋

（
岱
内
旋
2
1
6
4
）
へ

一
　
日
向
市
l
T
講
習
会

　
2
期
生
を
募
集
し
ま
す

4はか　 イ・戸た
2　「11　♂，　娑みし、　1乏ノLlよ1し

；rl〔，略号1設いu力界
）∠・月下な内Il寿・／「
イ＼ _気　1’～1門1と　7F　〔｝ゴ　｛各

　　下r111ノ＼14るI
　　IIII＿6門ハ｛尼O　ll】

　　＿↑月Fドノノ・威内
　　⑳）　4　1しと　コ　　　L／　1二

　　内。1［1　〆　1居

ヴ鴇寮塾

まか
ゴ

　　岡．分
ら　IIの臼」
石1∫【11f［1「乏　2

L11込・講1明

す月i二ご彗と

る紙場
コの　II

1日　1
ス　f「rll，11し

かム「・r

1遠のヒ
へ111111f

しな
する
　　7

　　月

　　　、

　　8

　　月

一ご存知ですか？福祉制度

◎児童扶養手当

　父説と’h，iを同しくしていない児甲（1

8威に目したIIレ後、最初の引Bi口まて

の問にあるもの　レ1・占者は20欣未満）に

芝袷されるものてづ　肋得刮限のほか1こ、

受flげr格に該’liするよっになった後、繭ホ

をしないままに5fl問を1白雨づると1，1㌔ホ柘

かなくなりまξのて、こ‘【IJくたさい

◎母子家庭医療費助成制度

　父と’hriを同しくしていないあ、庭に諾

し、旨、療《㌔の助成をf」っものてす

◇対象＝ど伽戊木山σ♪児甲を扶騙している

配偶者のない人及ひ｝記の～1に扶食されて

いる児甲G8戚に庄した日以1仔、最初の；

lBIHまての問にあるもの）

×たたし、所得制限かありまず
◇H／JI」父鍬1＝　1カ・月ク）f呆レ灸，1参」易fク，イNノ、重し荊1離1

の合、，1各目から1000｝IIを、1し引いた韻

◎母子家庭　父子家庭及び寡婦介護人派遣

事業

　母∫父」％」廷や券婦のんか荊而て1Lll

〆1活を昌むのに，と陣かある場合や、出張、

冠婚舞祭なとてrともの’1活か　時lrJにみ

られなくなった場合なとに、介、護人（ホー

ムヘルパー）を　時的に派遣すうものてす

lrr拘に登録かピ・要てす

　これらの制度等に関するお問い合わせ
1よ、　rlj偉1諸II　墨卜『芳’リ〒り己1［【’ナ　∫係　　（歪至1ノ寸詫尿2　　1

64）へ

選挙公報の
　配布方法が変わります

　各何b壇挙の降の越挙公報は、これまて区

を通して三石く挺：に配布してきましたか、今

後は、配布力法か次のよっに変わりまゴ

　今f［星にあごされている参議院議員趨，1～

遮挙からは、投：票11の下口1拘の朝円紙（■
山奇1【目玉斤匡冠・　毎・日‘斤隣」・くり］「1ρr「葺1’・カ1しノLρ「

聞・西日本耕田の5辛正9に甲州公縦を折り

込み、各あd廷に配布いたしまづ

　なお、以｝の朝同紙を購読されていない

巧∪廷については、あらかしめこ連絡してい

ただければ駒込によりお1由けしますのて、

甲めにこ連絡くたさい

◇連絡・問い合わせ先引il越挙1測1委U会

レ務局（實内線ごど31）
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q恥乳幼児健診

r

．
ム

哩賑
・政愛1匹ちゃん

裕己・恭子〔花ヶ丘）

田中美咲ちゃん

　千春（浜町）

■3か月児健診；ll時／6月8「1〔金｝、22口｛金｝、

対象／’F成13年3月生まれ

■7か月児健診＝Ii時／6月1511｛金［、対象．ハト

成12年ll地生まオ．し

■1歳児健康相談一日時／6月121R火｝、対象／

Li勺戎12年51」1しまれ

■1歳6か月児健診＝日時／6月7日（木1、対象／

’F局～11年ll拙生ま才し

■3歳児健診＝日時／6月l11（金｝、対象．ム1勺戊9

年l11」生まれ

※受付時間は、3か月児・7か月児／午後1時～
lil芋30ラ♪、　1歳6カ・IJ児・3戸茂児／／午f菱ll痔～2

時、1歳児／午前9il与：10分～10時です．母」㌃健康

．r帳を忘れずに、市民健康管理センターへ．

亀すくすく教室
◇日時＝6月26日（火ド＋二後2時～午後3時30分

◇対象＝生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん

◇内容；．〔t栄養ヒとの離乳食作り・試食、自体重

測定・身長測定、：3．赤ちゃんの健康酢談、壬ママ

やパパ同トの交流会など

◇会場＝市民健康管理センター

◇持参するもの＝母日建康1自帳

※r約・参加料は、必要ありません＝

◎L6月の休日在宅医

　も　　　　　　　　　ド
』A　　　　．≒己。

　　　　『、．％、

橋ll尚輝くん

憲人・善江｛新生町）

天野佑香ちゃん
仁亮・エリカ｛立縫｝

（隔しすくすく教室OB（ネーミング募集中）

　市は、．生後6ヶ月以降の乳幼児と保護者の仲間

づくりの場所として、rl∫健康管理センターを開放

しています。

◇【田芋；毎…）固グd雇日’「f菱211苛～311等30ラ♪

◇対象＝生後6ヶ月以降の乳幼児と保護者

◇内容一自ヒ的な交才充会

q恥パパママ教室
◇日時一7月1日〔日1、15日（m1「前10時～【2時

◇対象；出産を迎えるパパとママ

◇内容＝赤ちゃんのおふろの入れ方、妊娠疑似体

験、妊娠中の歯の管理（歯科医師・歯科衛ノkL）、

パパとママのための栄養の知識など

◇会場一日向市民健康管戸i！センター

◇申込方法＝開催日の1週間前までに氏名、連絡

先を市健康管理センターまでご連絡ください。

，噸L健康診査について

泉ll彩実ちゃん

大・亮子〔公園通り｝

　　　　％7一《蟹』亀匂

池川晴菜ちゃん
忠雄・いつみ〔鶴町）

トF成13f卜4月から、1i∫内の医療機関で、∫、寒本健

康診査、各種がん検診が実施されています。

基本健康診査については、高lll山1等の疾患で治療

中の人は受けること
ができません，　　ヘルシークッキング　㊧

　健康診査は、隠れ　ピーマンのお浸し

ている病気の発見だ

※事前にテレホンサービス
　　　（倉53－1214）で確認を1

「一三禾二院（産・外・胃腸君54－4468）吉由つりニッタ（内・循環
…3日目β55－0770）協和病院（精神・神経歴54－2806）　長田整形外科：

；　　i（整外・リウ・リハ容63－05071　　　　　　　　　　　　　　1

頑諺辮聯・艦一欝院・峠腸・蘭
　　　　古i賀丙科冑膓科．（内・胃腸盈52－8118）大久保医院（外・胃腸奮52

！　　　：向洋クリニック（泌尿君52－5488）EB中病院（内・放・精神・神経・リ
…竺璽63－2211＞日向内科（内・ノ1、児・胃腸暦52一・88・）

」
一
院

…… 　
　
ロ
　
プ
　
ラ

　
6
5

）
3

　
　
　認…

臨

一
田
ぽ

　
（

・．

胎’占［㎝［【爪

《材料4人分》

ピーマン　300g
しょうゆ　大さじ　1

みりん　　小さじ　1
酒　　　　小さじ　2
削りかつお　少々
いりこま　　少々

《作り方》

①ピーマンは半分に切って
へたと種をとり、レンジに
かける。

②分量の調味料でピーマン
を和える。

③削りかつおとこまをちら
す。

エネルギー25KcaI

塩分　　　　O，79

　　けではなく、年とともに変わる体の機能を調べ、
　　生1舌己父1昨σ♪才旨三二喪にもなります＝　年ll口1は、緩し1ξ、診

　　査を必ず受けましょう

　　◎L一般健康相談（一般クリニック）

　　　日向保健所からのお知らせです．次の目程で

　　健康柑談に対する保健指導及び就職、進学等に必
　　要な診断llFを発lfします、

●◇1【　程一第1・第3椰｛日
　　◇受付時間一’「前～）日与～ll時

　　◇料　　金＝有料（検査により料金は異なります）

　　◇お問い合わせ先＝II向保健所（容0982－5

　　2－510ユ｝

噸L胃集団検診日程

日　時　　　会　　一一場⊥二＝
6月1日（金）往還公民館
6月5日（塞）．切島山2公民館．

6月6日（水）t娘公民館　　．一一一
6月7日（木）農村婦人の家
6月8日（金）農村婦人の家

旨茸

◇対象＝30歳以ヒ
◇’受f寸ll芋ll冒ニノ「1狗71痔3〔〕ラ♪

◇料金＝9001【j

亀ボランティア募集

　市では毎月1回、市健康管理センターで実施す

る機能訓練教室などの行’1「の手伝いをしていただ

く人を募集しています．やる気と時間の都合のつ

く人はご連絡ください．

◇申込先；市健康管理センター（麿内線2182）

q恥6月の献血日程

　：00～16：00

　：30～11：00

11：30～13：0D

14：30～17：0〔｝

　：50～12：00

13：30～16：00

97

・一
ﾑ

テレホンサービス
　　容53－5857

日向市保育協議会

　　’

口
δ

16／4（月）

…　～

6／10（日）

　　　　　　　　　　　　　一「
説明は分かりやすく具体的に　　　…
G）伝わりにくい親の気持ち
（2）親のいうことを間違って理解している

（3）具体的でない言葉はわかりにくい　1

　　　　　　　　　　　　　　…

6／11（月）害供の食生活と異常心理

ヨ～8鵬弼躍調を訴える
16／17（日）旨（3）拒食症・過食症

6／18（月）

　　～
．6／24（日）

6／25（月）

　　～

塑かな情操を育てる
（1）情操を育てる2つの面

（2）情操はお母さんとのふれあいで
（3）親の感情（心）が子供の情操を育てる決め手

」

7／1（日）．（3）知的遊びで大切なこと

　　　　i

　的遊びのねらいその1
．（1）知的遊びとは

（2）知的遊びのねらい

4月中の交通事故

人身事故　死　亡　　負傷者　物損事故
42件 0人 51人　　99件

～止まって確認！無事故に挑戦～

世と下人の市向日 　
御
9
紛
乃
の

　
現
9
0
8
3

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
L
＋
＋
＋
＋

　
5
＜
＜
＜
＜

帯
鐸
麟

8
5
3
8

9
7
2
8

8
7
」
一
」
1

5
2
3
2

口
　
　
数

　
男
女
帯

人
　
　
世

転　入　589人　　転　出　405人

出　生　　46人　　死　亡　　35人

面　積 117．43k㎡
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‘
‘
努
“

‘構
不
》

雪
脅
，
築

　
　
》
妙

　
　
渉
藁

葦
舞
迦
卜
璽
ψ
，
事

駈
融

「

王
の
歴
史

　
こ
の
萬
霊
塔
は
、
塩
見
川
を
見
ド
う

す
小
さ
な
山
の
頂
に
仔
む
名
刹
、
定
善

寺
の
庭
園
に
あ
り
ま
す
．
．

　
そ
の
台
座
に
記
さ
れ
て
い
る
碑
文
に

は
、
こ
う
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
耳
茸
水
力
開
設
」
事
二
二
業
中
病
没

セ
ル
者
ノ
為
二
法
界
ノ
同
融
ノ
塔
ヲ

建
立
シ
以
テ
廣
ク
其
ノ
供
養
ヲ
展
ヘ

ム
ト
ス

昭
和
レ
ヒ
年
癸
　
間
組
敬
白
　
」

・
〆
．
読
　
　
　
　
　
　
　
．

　
」
F
．
．

　
　
－
「
θ
　
幽

■
、

f

ハ

卿
．

　
．
　
＝

　
．
、
「

噌
曹
寄

定善寺の庭園にある萬■塔

シ
リ
ー
ズ
2
0

定
善
寺
の
山
霊
塔

　
つ
ま
り
、
こ
の
萬
霊
塔
は
、
耳
．
川
の

ダ
ム
r
事
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
を
供

養
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。　

耳
川
に
は
、
昭
和
4
年
1
2
月
に
発
電

を
開
始
し
た
西
郷
発
電
所
を
初
め
と
し

て
、
同
7
年
発
電
の
山
須
原
発
電
所
同

B
年
9
1
3
開
設
の
塚
原
発
電
所
、
同
1
7

年
－
月
に
運
転
を
開
始
し
た
岩
屋
戸
発

電
所
な
ど
し
つ
の
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
諸
塚
村
史
に
よ
る
と
、
当
時
九
州
第

．
と
い
わ
れ
た
塚
原
発
電
所
の
ダ
ム
r

事
は
、
延
岡
か
ら
占
算
堰
堤
ま
で
索
道

を
作
り
、
砂
利
を
運
ぶ
と
い
う
か
っ
て

な
い
ほ
ど
の
難
［
事
で
、
そ
の
砂
利
搬

送
用
バ
ケ
ツ
に
乗
っ
て
仕
事
中
に
落
下

し
、
死
亡
し
た
人
が
数
人
い
た
よ
う
で

す
。　

こ
の
時
代
の
諸
塚
村
の
人
U
は
、
3

年
間
に
3
0
0
0
人
も
増
加
し
、
昭
和

12

N
に
は
、
村
政
史
上
最
高
の
8
9
3

0
人
に
な
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
西
郷
村
の
松
浦
保
己
さ
ん
は
、

西
郷
村
全
寿
会
編
「
ふ
る
さ
と
の
礎
」

の
な
か
で
、
昭
和
2
年
に
下
陰
の
西
郷

堰
堤
が
着
r
す
る
と
、
大
分
県
や
鹿
児

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

島
県
を
は
じ
め
、
朝
鮮
か
ら
も
労
働
者

が
き
て
い
た
と
止
口
の
村
の
様
子
を
忍
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
作
業
も
、
馬
と
人
手

に
頼
っ
て
い
た
の
で
大
変
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
昭
和
2
5
年
に
着
K
さ
れ
、
同
3
0
年
5

月
に
総
［
費
1
4
9
億
円
、
延
べ
人
員

5
0
0
万
人
を
動
員
し
て
建
設
さ
れ
た

わ
が
国
初
の
ア
ー
チ
式
ダ
ム
で
あ
る
、

ヒ
椎
葉
ダ
ム
工
事
で
は
、
⊥
事
期
間
中

に
1
0
5
名
の
犠
牲
者
が
出
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
昭
和
m
年
か
ら
昭
和
m
年
ま

で
の
椎
葉
村
の
総
人
日
も
毎
年
－
万
人

位
で
移
行
し
、
昭
和
2
8
年
の
ピ
ー
ク
時

に
は
1
万
5
千
人
と
現
在
の
3
倍
以
ヒ

に
な
り
、
映
画
館
や
パ
チ
ン
コ
店
が
並

び
、
今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
賑
わ
い

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
耳
川
の
電
源
開
発
は

昭
和
初
期
か
ら
昭
和
殉
年
代
の
わ
が
国

の
社
会
経
済
を
支
え
な
が
ら
宮
崎
県
の

発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

の
で
す
。

　
今
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
木
陰
に
黙
す

る
萬
霊
塔
を
見
つ
め
る
と
き
、
私
た
ち

の
今
日
の
繁
栄
の
力
と
な
っ
て
尊
い
命

を
な
く
さ
れ
た
無
名
の
御
霊
に
心
を
打

た
れ
ま
す
。

　
市
警
編
さ
ん
室
（
倉
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

田難国

丘
疹
、

∂

’、

ρ
」
〔

　
最
近
の
広
報
紙
は
D
T
P
と

い
う
ソ
フ
ト
を
使
い
、
パ
ソ
コ

ン
で
編
集
し
ま
す
。
広
報
を
担

当
し
て
2
ヶ
月
。
そ
ろ
そ
ろ
パ

ソ
コ
ン
に
も
慣
れ
た
こ
ろ
で
も

あ
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
あ
れ

こ
れ
試
し
て
み
た
く
な
り
ま

す
。
編
集
中
は
、
い
ろ
ん
な
ア

イ
デ
ィ
ア
が
思
い
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
も
っ
と
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
広
報
を
作
り
た
い

と
、
試
し
に
押
し
て
み
た
く
な

る
ボ
タ
ン
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に

並
ん
で
い
ま
す
。
で
も
初
心
者

の
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
禁
断

の
ボ
タ
ン
…
。
今
後
も
よ

り
良
い
紙
面
を
目
指
し
ま
す
。
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